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【はじめに】
　音楽的刺激は美術的、一文学的作品に盛り込ま
れた思想や感情の表現のための触媒的な役割を
持つと言われている（文献1）。句会への参加と
投句の動機付けに音楽を活用し句会も好評だっ
たので（文献2）、定期的に毎月一回指導者をお
願いし、句会を行うことにした。音楽療法にお
いては句会の季語に関連した曲を積極的に取り
上げ、句会との関連性を明確に実践してきた。
句会も指導者に支えられ2年が過ぎた。この間
の句会の形式、経過、効果を紹介するとともに、
心を癒す療法としての「音楽と俳句」の可能性
について提言したい。
【対象・および方法】
　対象：介護老人保健施設「ケアポートすなや
ま」の入所および通所リハピリテーショソサー
ピス利用者。
　句会は決められた数の俳句を持ち寄り、互い
に選び合い、選ばれた句を読み上げ、指導者が
講評する形が一般的である。時には「季語」が
出され、その場で句を作ることもある。しかし
施設においては、参加者の能力の違いが顕著な
為、句会は表1に示した形式とした。
（1）句会の形式：全員に声をかけて参加したい
人のみを対象に行った。俳句指導者（多賀）よ
り「季語」を句会1ヶ月前に提示し、その「季
語」を掲示し周知するが、他の「季語」を用い
て投句してもよい。句会の日までに作るか、そ
の場で作るかは自由とし句数制限も無く、句を
作らず聞いているだけの参加でもかまわない。
途中参加、退席自由で時間は3時のお茶を挟ん
で1時間。
　句会は始めに現在の新潟の風景を実況中継的
に指導者が話をする。この話により参加者は施
設に居ながらにして外の景色、季節の風物詩を
思い描く事ができる。次に提出された句を指導
表1
毎月ユ回IFホールで、午後1時間
投句は記名式で句数制限は無く、参加のみで
もよい。
投句を指導者が読み上げ、添削。鑑賞する。
最後に特選句と次回の「季語」が発表される。
各自の最良句を短冊に清書し掲示。
音楽療法の時間にlF（主に一般）では週1
回、2F（主に痴呆）では週慧回、「季語」に関
する臨呂を取り上げ、鑑賞、歌唱、楽器演奏
を行う。
＊生活科学科生活福祉専攻非常動講師、1“Ptの会（俳句指導者）
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者が読み上げ、参加者で鑑賞する。続いて指導
者が一句一句、講評し添削する。句会の終わり
に特選句と指導者の句、次回の「季語Jを発表
し終了する。後日、投句した一人一人に対して
指導者が添削文と各自の提出句の中で最も良い
句を短冊に書き、この短冊を掲示板に張り出す。
（2）音楽療法の関わり：「季語」が提示されて
から句会までの約一ヵ月、1階では週1回、痴
呆の方の多い2階では週2回、「季語」に関する
曲目を取り上げ、鑑賞、歌唱、楽器演奏を行う。
更に毎回句会が行われることのアナウンスも行
う（文献2）。平成13年の10月を例にすると季
語が「虫の声・鬼灯」であったので、「秋を満喫
する」をテーマに秋の曲を取り上げた。使用曲
目としては、歌唱・楽器演奏として、「虫の声」、
　「紅葉」、「里の秋」、「旅愁」、「赤とんぼ」、「まっ
かな秋」、「故郷の空」、「故郷」、f団栗ころころ」、
「大きな栗の木の下で」、「証城寺の狸ばやし」、
「チャソチキおけさ」、「夕焼け子焼け」を参加
者と共に楽しみ、更に鑑賞曲として、「ムーソリ
バー」、「虫の声」、「旅愁」、「月光ソナタ」、「ア
イネ・クライネ・ナハトムジーク」を取り上げ
た。また特別なご好意によりプロの演奏家によ
る弦楽四重奏のコソサートが2回開催できた。
　通常の音楽療法の活動内容とスタッフ、実施
時刻・時間、回数は表2．3に示した。「ケアポー
トすなやま」は平成10年4月開設であるが、音
楽療法の回数並びに参加率は、1年目は7月ま
では1．2階合同で行い回数は105回で、参加率
は79．4％であった。2年目は122回、84．2％、
3年目は142回、86．8％と高い参加率であった
（表4）。
　今回の集計では、長谷川式簡易知能評価ス
ケール（HDS・R）20点以下の方を痴呆、21点以
上の方を一般とした。検討期間は平成10年10
月・’一平成13年10月である。
　尚、句会を継続して1年後に、俳句について
のアンケート調査を記銘式で行った（表5）。そ
の結果も合わせて報告する。
【結果】
　音楽的な関わりを持たなかった初回と関わり
を持った2回目では参加者数は32名から41名
に増え、投句者数は9名から22名に、句数も12
句から29句に増えた。句会の雰囲気も楽しく、
笑い声もあふれ、指導者の講評に皆が真剣に聞
き入った。句を作らなかった参加者からも「楽
しかった、面白かった」との感想が寄せられた
（文献2）。この結果から音楽と関連づけた句会
を毎月実施した。以後、音楽との関わりを持っ
た句会、24回について検討する。
全体の平均参加者数は4工．5名で、平均参加率
表2 音楽療法の活動内容とスタッフ
活動内容 スタッフ
???歌唱、楽器演奏、鑑賞、 MT、　OT、　PT、酒護・介護職員、
{ランティア（8ヵ月～1～2名）
???同上
嵐ﾄト宴糊謙騨
同上
{ランティア（3～6名）
???同上
ｦ興、当て振り、えんげ体操、
ﾂ人、グルーブセッショソ開始
同上
rT
ｹ楽療法実習生2名
???同上、個人セッションの充実
O味線を伴奏に用いる
同上
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表3　実施時刻・時間、回数
年度 実施時刻・時間 回　　　数
1年
1F（一般棟）　　14：00～
QF（痴呆加算棟）10：00～
@　　　40分～60分
・合同　計34回（4．月～6月）
PF　1回／週（7月より）
QF　1回／週（7月より）
2年 同上
　　　　　十
潟Nエストタイム1回／週
i2Fにて、10月より）
3年 同上 同上
4年
1F（一般棟）14：00～
QF（痴呆棟）10：00～
潟Nエストタイム14：00～
@　　　40分～60分
同上
表4　年度別音楽療法の回数及び参加人数
　　　　　　　　　　　　（1998．4～2001．3）
年度
1年目
2年目
3年目
回数
105回
122回
142回
延べ人数
3571名
5904名
7543名
平均参加率
　79．4％
　84．2％
　86．8％
表5
アソケート用紙
「俳句」をはじめていかがでしたか　お名前（　　　　　　　）
1．「俳句」をはじめて良かったと思うことがありましたら○をつけてください。
　（1）生きることが少し楽しく思われるようになった。
　②昔の自分を取り戻したような気がする。
　㈲　俳句を通して友達ができた。
　（4）生き甲斐がひとつ増えた。
　㈲　デイケア（通所サービス）に来ることが楽しみになった。
他に何かありましたらお書きください。
2．「俳句」をはじめて毎日の生活が変わったということがありますか。
　（1）字を書こうという気持ちになった。
　②　いつも俳句のことが頭にあって、五七五と考えている。
　㈲俳句をつくろうとして、昔のことを思い出している。
その他お気づきのこと、ご希望、ご感想等何でもお書きください。
は39．0％であった。一般、痴呆共に投句者が限
定されてきているが、2年に亘って句を作り続
けておられ、句数、内容には甲乙がつけがたい。
更に一般、痴呆共に句が内容的にも向上し、参
加者の表情もなごやかになり、自信を取り戻さ
れたかのような変化が見られた。継続して句を
提出している人は一般、痴呆ともHDS・Rの低
下が認められない方も多く、「音楽と俳句」の効
果が少なからず影響していると考えられる。
　一般と痴呆に分けて更に検討してみた。
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（1）一般　　（図1）
　参加者及び投句者数はほとんど変化が見られ
ず、平均参加者数は15．6名、投句者数は11名
から19名であった。句数は、18句から137句と
著しい増加がみられ、中には30句出された方も
おられた。音楽が句作への意欲を高め、イメー
ジを膨らませたと言えよう。
（2）痴呆　　（図2）
　平均参加者数は26．0名で、少し減少の傾向が
見られる。投句者数は2回目の19名を最高に次
第に減少し最近では3～5名になった。しかし、
句数はほとんど減っておらず、2年にわたって
句を作りつづけた方が3名おられた。この3名
160
140
　120人
数100
・　80?
　　60?
　　40
20
0
の方はいつも積極的に参加し、内2名は毎回句
を提出している。残る1名は2ヶ月に一回程度
の投句であるが、独特の句の世界を持っている
指導者の評価も高い。投句者減少の理由は句
会のレベルが上がったこと、痴呆が進んだ等が
考えられる。
（3）代表的な3例の紹介
　ここで紹介する3名の方は、句会の継続を通
して、より明るく穏やかになられた。体調不良
時を除いては音楽療法にも句会にも全回出席さ
れ、音楽を楽しみ、俳句を楽しんでおられる。
他の人々ともにこやかに交流され、自分自身の
人隼をポジテaブに受け入れ、他の人への思い
1　　3　　5
［コ句数
一〇一参加者数
＋投句者数
7　　　　9　　　　11　　　13　　　15　　　17　　　19　　　21　　　23
　　　　　　回数
図1　参加者数と句数　一痴呆（一）一
50
　　40人
数　30
句　20?
　　10
0
1 3　　5
［＝］句数
唄｝一参加者数
＋投句者数
7　　　　9　　　　11　　　13　　　15　　　工7　　　19　　　21　　　23
回数
図2　参加者数と句数　一痴呆（＋）一
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やりもあり、お手本にしたい方々である。2年
を通じて観察力や表現力が向上し、現在のこと
を前向きに詠めるようになってきている。
①1さん女性87歳入所サービス利用、
　要介護2
老年期痴呆、うつ状態、腰椎変性脊椎症、糖尿
病、糖尿病性末梢神経障害、変形性膝関節症、
心筋梗塞。障害老人の日常生活自立度ラソク
A1（文献3）。痴呆性老人の日常生活自立度II
b（文献3）。
HDS－R　21点（H　12年10月14日）、28点
（H12年12月30日）、22点（H13年4月3
日）
　60歳まで会社の独身寮の寮母をしていた。そ
の後は孫の面倒を見るために長女夫婦宅で同居
するも外出することを嫌い、家に閉じこもりが
ちだった。痴呆、ADLの低下がみられ、日中介
護者不在のため施設入所となる。
　面倒見の良い性格で入所後も、周囲の人の面
倒を良くみておられる。入所当初はうつ状態も
みられたが、俳句を通して、ご自身の生き甲斐
を再獲得されたようで、表情も大分明るくなら
れた。外泊された際にご家族より「俳句も自分
の生きがいのように一生懸命取り組んでいる
姿、とてもうれしく思います。『すなやまに帰っ
たら歌を歌うんだ。』とカラオケのまね事で聴か
せてくれました。」とのお話もあった。
　音楽療法においては、集団音楽療法、リクエ
ストタイムに全回出席、音楽がお好きで楽しそ
うに歌唱、楽器演奏に参加されている。特にリ
ズム感が優れており、いつも自発的にリズム楽
器を担当して下さり、曲を盛り上げてくださる。
恋の歌を好まれ、「砂山ブルース」（文献2）で
は、歌詞を一部作詞していただいた。
指導者の講評・感想から
　句会に参加するようになって、「毎日俳句をつ
くっています。」とにこやかにおっしゃる1さん
の俳句は、緩やかにではあるが確実に変化し、
上達してきている。なによりも非常に意欲的に
なってきている。最初の3ヶ月は月に2句のみ。
その後の3ヶ月は4句。その後は5句、6句、
10句と増え、1年後には2ヶ月つづいて11句
も出している。日常的には、おそらくこの何倍
もつくり、提出しようと思う句を絞っているも
のと推測される。こうした数は、経験的に述べ
るならば、日常生活の関心のかなりな部分を俳
句が占めていると言いうる。俳句の作風には1
年のあいだに随分と変化が見受けられる。当初
はいわゆる絵葉書俳句とでもいうぺき句作りで、
実物を見なくとも万人の頭の中に共有されてい
る連鎖反応的既成概念で句を作っていらした。
平成11年10月
　「どんぐり子子供のころを思い出す」
　　　　11月
　「のっべ汁ざいりょうきざむしわすかな」
　　　　12月
　「雪吊りや兼六園が日本一」
　これらの俳句は誰もが季語から連想して頭の
中だけで詠める。1さんその人でなければ詠め
ない俳句ではない。「自分」が不在の俳句である。
　句会を始めて四ヶ月目に願望の句をだされた。
平成12年1月
　「こゆきふりじゃの目傘であるきたい」
　粉雪の降るL月の冬ごもりの中の俳句であ
る。自分の気持を素直に言葉にしている。心が
冬に萎えておらず、積極的に外へむかっている。
しかし、そのような句の中に混ざって寂しく悲
しい句もある。
平成12年4月
　「我が姿春の川うつりて涙でる」
　「春の川なやみ涙流れゆけ」
　当施設で出される俳句は、心のケアという観
点から前向きに鑑賞するのだが、時には、この
句のように、鑑賞する語彙を失い、戸惑うこと
もあった。しかしながら、句作りは明るくユー
モアに富んだ内容になり、恋の句も頻繁に登場
するようになった。
平成12年5月
　「八十七歳更衣している彼逢いに」
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　　　　6月
「日傘さしアカシア匂うアイラブ＝・一」
　1さんの恋の句を詠みあげるとホールから歓
声があがる。「俳句は大いに嘘をついていいんで
すよ。」と申し上げたら、本当に自由に大胆に恋
をして参加者を楽しませてくださる。俳句とい
う器をかりて、1さんは自由な心の旅を楽しむ
ようになった。
1年後の1さんの感想（アソケート結果から）
◎良かったと思うこと
　　・生きることが少し楽しく思われるよう
　　になつた
　　・昔の自分を取り戻したような気がする。
　　・俳句を通して友だちができた。
　　・生き甲斐がひとつ増えた。
◎生活が変化した事
　　・字を書こうという気持ちになった。
　　・いつも俳句のことがあって五七五と考
　　えている
　　・俳句をつくろうとして、昔のことを思
　　い出している。
　句会に参加されるようになって2年後、1さ
んは、より一層懸命に俳句を作られている。句
作りについての質問に、真剣な顔で「はい、毎
日つくります。百人一首の解釈を毎日読んで勉
強しています。」とおっしゃる。俳句をはじめて
しばらくは軽い句が多く、楽しい面白い句を出
してくださるのも皆さんへのサービス精神では
ないかとさえ思えた。そのような1さんの句作
りが少し変わってきた。
平成13年3月
　「残雪の白さに泣くカラスかな」
　　　　　5月
　「花菖蒲花びらうねりよりそいて」
　「花菖蒲池の夕日に濃からず」
　　　　　6月
「夏きざすカラス泣けば雨が降る」
　　　　　7月
「更衣孫の花嫁思ひだし」
「羽根ぬれし夜明けの雨に蝉鳴きぬ」
　当初の句作りは、すでに指摘したように、情
景を実際見たり感じたりしなくとも、頭の中だ
けでつくれるもので、単なる季語の説明や理屈
に終っているが、2年後には、「花びらうねり」
「夕日に濃からず」「カラスが泣けば雨が降る」
「羽根ぬれし」等のように、実際に見て感じた
者でなければ至ることができない境地から生み
出された表現が多くなってきている。描写が鮮
明になってきて、表現も詠む対象もとてもリア
ルになってきた。そこには、他の誰でもない1さ
んの個性に発する視線があり、感動が存在して
いる。そしてそれを表現したrIさん」が句の中
にいる。この五感で受け止めた感動、感情を言
葉として表現するには、句にしていこうとする
強い意志と、「集中力」の持続が必要とされる。
平坦な日常生活の中ではエネルギーを要するこ
とである。
平成13年9月
　「病める友一夜にあらぬ天の川」
　病める友がいる。その病は天の川の果てしな
さにも似て、おそらくは癒えることはないのか
もしれない。その友の苦しみを我が苦しみとし
て今日も明日も長々と横たわる天の川に託して
詠まれたのである。俳句は季語が一句の中にい
かに活かされているかが問われる。まさに佳句
である。この句がふだん楽しい句ばかりを出さ
れる1さんだからこそよけい深く心に響いてく
る。句会を積み重ねて仲間を持つことの意味は
こういう点にほかならない。講評している時、
そっと泪をふかれていたが、悲しみとうれしさ
ではないかと思った。言いたいことを俳句で言
えるようになるということは大変なことだが、
ここまで来たという感動をいただいた思いであ
る。
②Sさん女性90歳入所サービス利用、
　要介護1
脳梗塞、難聴、右下肢深部静脈血栓症。
障害老人の日常生活自立度ラソクA1（文献
3）。痴呆性老人の日常生活自立度II（文献3）。
HDS・R　23点（H　13年2月3日）
　父親が国語の教師をしていたことから、他県
一50一
音楽と俳句
を転々とする。新潟の女学校卒業後、教員免許
を取得し小学校で教え24歳で結婚。出産後は専
業主婦となる。左大腿骨骨折後、言語発音、記
憶力の減退がみられ、リハビリテーショソのた
めに入所となる。
　入所後は友達もでき、施設の生活をご自身で
も受け入れ、静かに楽しんでおられる様子であ
る。物静かでいつも読書をしておられる。
　音楽療法においては、ピアノ、歌、共に優れ
ていらっしゃるので、毎回、季節を歌う「今月
の歌」の伴奏をお願いしている。和声付けもで
き、声に合わせて移調も可能である。控えめな
がら伴奏をお願いすると、快くお引き受けくだ
さる。始めの頃に比ぺると更に上達された。歌
唱においても、お願いすると「七里ヶ浜哀歌」
「オーソレミオ」「長崎の鐘」などをマイクでソ
ロ歌唱して下さることもある。文学に対しては
造詣が深く、短歌をやっていらしたとのこと
だった。
指導者の講評・感想から
　Sさんは初めの句会にこんな句を二句出された。
平成11年10月
　「月見れば古里偲び友偲び」
　「子供らと別れて寂しどんぐりよ」
　私の第一印象の記憶では、Sさんは、寂しい悲
しいを詠むいわゆる「老人俳句」の典型的な詠
み手の一人である。物静かな、控えめな印象で
あった。ところが句会を重ねていくうちに作風
に変化が出てきた。恋の句を作るようになり、
ホールが華やぎ、ざわめくことも少なく無く、
その反響にうれしそうな笑みをたたえることも
しばしばであった。1さんの事例でも述べたよ
うに「俳句は嘘をついてもいいのですよ。どう
ぞ、俳句で恋をしてください。」ともうしあげて
半年たった時、こんな句をお出しになった。
平成12年5月
　「更衣して誰に見せよかどこ行こか」
　「更衣してあの人と約束の場所へいそいそと」
俳句が俳句界で言う「重くれない」軽やかな
作風になり、「哀しい、寂しい」の句が見当たら
なくなった。句会の参加者の句に刺激され、「ア
イラブ＝L－」などという言葉に大笑いし、「今」
のひとときの虚構をたのしんでいらっしゃる結
果である。
　Sさんは、句会の後で、ピアノを弾いてくださ
つたことがあり、音楽への積極性と俳句の作風
の明るさが作用しあっているように推察され
た。耳が遠いとのことで、御自分の句の講評に
なるとヘッドホソを付けて私の机の前まで出て
きて正面で聞き、終わるとまたもとの席へ戻ら
れるという積極的な行動をとられるようになっ
た。
　すでに俳句の下地のある方と推察した。語彙
が豊富で、言葉の使い方やまとめ方が実に手慣
れていらっしゃるので、俳句そのものの指導は
必要無い。ただこの句会をとおして、「寂しい、
悲しい」から心が解放されればよいのではない
かと思って指導した。
　一年後の句も表情も、とても晴れやかに、明
るくなられた。マイクを通して句を講評するた
びに、お顔に自信が瀕るのが明らかに見て取れ
る。Sさんの俳句は本当に上手い。掛け値なしに
お褒めすると、嬉しさ一杯のお顔をなさる。句
会を始める前は、お世話される人の顔だった。
こんな言い方をすると、いかなる尺度をもって
してそういうことを言うのかとお叱りを受けそ
うだが、尺度がないものや実証できないものは
確かなものではないかというとそうではないと
思っている。およそ人間の幸福などというもの
は計れるものではなく、「顔の表情」という暖昧
で数値に表わし評価のできぬものに表れると思
うからである。句会の時のSさんの顔は、社会
的役割りを背負っていらした時代の凛々しく誇
りある表情である。障害をもったり年をとった
りしても、言葉さえ失わなければ自分らしい誇
りを取り戻せるのが「俳句」であるのかもしれ
ない。一年後の句会に出した句を特選にした。
お隣の席のお友達から大いに祝福の言葉をいた
だいていた。ホールの一同も感服の句であった。
平成12年11月
　「業残し家路を急ぐ秋の暮」
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　さらに、2年後、コソスタントに作り続けて
いる句に、幸福感が温れている。俳句が上手で
あるが故に手慣れた類想句が多いが、心楽しい
句が増えたことが何よりうれしい。
平成13年10月
　「名も知れぬ虫のコーラスいと楽し」
③Uさん女性88歳通所リハビリテー
　ションサービス利用、要介護2
老人性痴呆、変形性膝関節症、骨粗癒症、脊椎
側蛮症。障害老人の日常生活自立度ラソク
A1（文献3）。痴呆性老人の日常生活自立度II
　（文献3）。
HDS－R　18点（H　11年7月27日）、25点（H　13
年7月27日）
　尋常小学校卒業後自宅で家事を手伝い、結婚
後も専業主婦。趣味はゲートボール。明るく活
動的な性格。痴呆の出現により、日中家族が仕
事で不在のため通所サービス利用となる。サー
ビス開始時に比べると施設にも慣れ、俳句に限
らず施設内で行われるレクリエーショソやリハ
ピリテt・一ション、様々な行事に積極的に参加さ
れるようになった。好奇心が強く何にでも取り
組もうという姿勢である。音楽療法には毎回出
席され、笑顔で楽しそうに歌唱、リズム楽器演
奏、音楽体操に参加されている。曲に合わせて
ご自分でリズム楽器を選ばれて演奏されてい
る。マラカスがお好きである。時にはマイクで
ソロ歌唱をされたり、曲に合わせて踊りを披露
されたりすることもある。「砂山音頭」（文献1）
では一緒に振りを考えていただいた。Uさんが’
参加されると、セッショソが活気づく。自発的
にいろいろな楽器を手にし、周りの皆を上手に
先導しながらご自分でも笑顔で楽しまれてい
る。
　俳句に於いては指導者の出される「季語」に
こだわらずご自分で考えられた句を提出し続け
ておられる。
指導老の講評・感想から
　句会の日が通所リハピリテーショソサービス
にあたるUさんは、帰りの送迎パスの出発時間
の都合で最後まで句会を聞くことができない。
いつも本当に後ろ髪を引かれるように帰ってい
かれるが、その際、来月の席題も聞いたりされ
る。とても熱心なメソバーのひとりである。句
会も一時間以上になるが、帰りの時間まではと
もかく集中して熱心に耳を傾け、いちいちうな
ずいたりなさる。年齢を考えると一時間以上も
ただただ話を聞いているのは、疲れるし、集中
力が散漫になっても仕方ない。むしろ、そのほ
うが自然であるのに、逆に実にいきいきとした
眼差しで最後まで参加されている。即吟で目の
前のライラックを句にして句会の途中でだされ
たりもする。「ライラック先生のおそばでうれし
そう」。肩ひじはらずに俳句を楽しんでいらっ
しゃる。
　俳句をつくることによって、「生きていること
が少し楽しくなった」とアソケートに○をつけ
ていらっしゃる。確かに一年の句づくりを拝見
していると、句材の豊富さから日々の生活を楽
しみながら俳句をつくり、生活のあらゆる場面
を俳句にすることによってさらに喜びを得てら
れることが確かに推測される。
平成12年2月
　「立春を祝うおふだに豆がとぶ」
　「節分に鬼がでかけて風邪ひいた」
　　　　　5月
　「笹綜衣くるみてまたはぐか」
　日常生活の実に些細な瞬間も見のがさず句に
していらっしゃるし、その句にユーモアが溢れ
ていて、マイクをとおして詠みあげると会場が
華やぐ。Uさんも本当にうれしそうに笑う。会
揚が幸福感に包まれるという印象である。「楽し
い」「うれしそう」「華やぐ」などということは
抽象的で測り様のない「雰囲気」である。しか
し数値で表わすこともできなければ、共通の物
差しも当てられない「表情」や「雰囲気」にこ
そ個別の「幸福感」というものがあるとすれば、
そういうものこそ疎かにせず着目していくべき
であろうと思う。Uさんのささやかな日常の断
片が、五七五という短詩型の器を得て、句会と
い「公」の場に発表され、多く人の共感を得た
時、Uさんの顔は本当にきらきらと輝き、幸福
そうに見える。
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　俳句そのものはまだまだ基本的技術が備わっ
ていないが、始めたころに比ぺて観察力が確実
についてきている。俳句を作ることで、恐ろし
い程の鋭い切り口で写生をされることもある。
始めて一年目の俳句である。
平成12年10月
　「西瓜畑人手にわたる杭打か」
　通所サービスの送迎車の窓から見た風景であ
ろうか。去年まで西瓜畑であったところが杭打
ちをしている・・。「おや、人手に渡ったのだろ
うか。」その時の瞬時の眩きを句に詠むことは、
ベテラソの技である。車中より垣間見た一駒を
覚えておいて、あとで書き留める。その句に執
着がないと、俳句は作ってもすぐ忘れる。観察
力、推察力、記憶力、執着心、それらが備わっ
てこの一句が日の目をみることができる。
平成12年11月
　「太陽が歪んで沈む秋の暮」
　この句なども、いわゆる「季語が動く」（他の
季語でも成り立つ句）という難点、つき過ぎ（季
語とその他の内容が付きすぎている）という難
点があるものの、遭遇した秋の落日をあるがま
まに写生し、平明に大胆に言葉にしている。写
生するという観点においては、見事である。
　俳句を始めた当初の句は、本当におおまかな
「ただごと俳句」が多かったが、1年後の俳句
は、五七五のリズムも良く整い、なによりも俳
句らしい声調に見事にまとまっている。よほど
一生懸命に指をおって五七五を数えられたこと
と思う。一句一句への思い入れも強く、句会で
詠みにくい字があったりすると即座にお答えに
なる。自分の作った句でも案外忘れることもあ
るのがふつうだが、たくさん投句されてもよく
覚えていらっしゃる。その真剣さを見ると、一
句たりともおろそかにできない。
　最初はメモ用紙に書かれていたが、きれいな
絵入りの一筆箋に書かれるようになり、美しい
封筒にいれて出されたりもする。御自分の句へ
の「思い」を感ずる。作った俳句を大切にし、
それを皆の前に披露しようというのは、まさに
「自己肯定」である。
　そもそも自分の目が捉えたものを言葉にする
という行為のベースに、それを捉えた自分とい
うものへの「自己肯定」が潜在している。それ
は必ずしも最初からあるものではなく、句会と
いう揚で「自分が詠みとめたもの」が参加者に
共感を得ることによって、育っていくものでも
ある。そうでなければ、俳句指導は投句、添削
だけでよいのである。本来の句会は互選（互い
に俳句を選びあう）するのだが、ここの句会は
一句ずつ詠みあげて鑑賞し、添削アドバイスを
していくという方法で行っており、一般的な「句
会」という運びではない。しかし、参加者が聞
きながらうなずいたり、時には溜め息がでたり
拍手がおこったりする中で、「共感」が得られて
いく。
　共感が得られたことによって、自分が「見て」
「感じて」「詠んだ」ものが、「これでよいのだ」
という自信となり、自己肯定となり、次の句づ
くりのベースを造り出していくのである。俳句
をはじめて、多くの参加者の顔に自信、誇りを
取り戻されたかのような表情の変化があるのも
こういった理由からである。
　Uさんは、最初の月は1句出しただけだった
が、翌月は3句、翌々月は11句と増え1年後に
は2ヶ月連続で15句ずつだしている。多作であ
る。たくさんの俳句から、多くの共感と自信を
得ていらっしゃるのである。その結果としての
「歪んで沈む太陽」なのである。堂々とした御
句である。
1年後のUさんの感想（アソケート結果から）
◎良かったと思うこと
　　・生きることが少し楽しく思われるよう
　　　になった。
　　・俳句を通して友だちができた。
　　・通所サービスに来ることが楽しみに
　　　なった。
◎生活が変化した事
　　・宇を書こうという気持ちになった。
　　・いつも俳句のことが頭にあって、五七
　　五と考えている。
　　・俳句をつくろうとして、昔のことを思
　　　い出している。
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　2年後の俳句では、多作の功あってすばらし
い写生句を出された。字余りではあるが写生に
おいては、完成した境地の句である。
平成13年7月
　「水遊びする子が朝顔の花ちぎる」
【考察】
　　「音楽」と「俳句」を関連づけて句会を継続
し、その可能性を確信するに至った。今回、音
楽を「季語」に関連付けての活用が、俳句への
関心を高め、句会参加の継続性に有用であるこ
とを実感した。芸術とは、それぞれが分離し独
立するものではなく、それぞれを関連付けるこ
とによって美意識を高揚し、より多くの相乗効
果が期待できる。更に一部の痴呆の投句者の俳
句のレペルの向上も注目された。俳句は五七五
の十七文字から成り、その五七五のリズムは日
本人が古くから慣れ親しんできたリズムであ
り、耳に快く響き、親しみやすい（文献4）。音
楽と人間の身体の共通点はリズムであり、リズ
ムが人間の生理と最も関係があり、リズムは人
間が生まれながらに備えている一番なじみの深
い要素で、生命活動が持つ「反復運動」そのも
のである（文献5）。「音楽」と「俳句」という
2つの芸術が、人間本来のリズムの躍動の上に
成り立っているということを考えると一層相通
じるものを感じる。
　「音楽」と「俳句」を組み合わせ、俳句の指
導者と音楽療法士のもとで参加者同士が様々な
思いや感情を俳句で表現し、鑑賞し、共感し合
うことは、情報のイソプット・アウトプット両
面からみても脳神経細胞活性化に極めて効果的
であったと言えよう。そして参加者、投句者が
句会の楽しさを知り、自分自身の存在を確認で
きる場になっていった。更に投句された句の中
には、表面的には表れにくい投句者の内的な心
情が詠みこまれている句もあり、俳句の利用の
仕方としては、各自の隠されたメッセージやサ
イソを読み取り、それを日々のケアに活かそう
という考えもある（文献6）。
　音楽療法においても、句会に影響され、必ず
歌詞を音読し味わってから歌う習慣が付き、
詩・歌詞・リズムを大切にするようになった。
それと共に日本文化の良さを再発見し、太鼓、
三味線などの邦楽器もセッションに取り入れ実
践している。特に民謡においては他の楽器より
参加者の反応が格段に良い。
　考えるに、意欲低下の顕著な高齢者に対しそ
の意欲をコソスタソトに引き出すことはとても
大変な事であるが、2年以上にも亘って句会が
継続できていることは、「音楽」と「俳句」の相
乗効果も一つの大きな要因になっていると言え
よう
　次に2年間の経験を基に高齢者施設における
句会について述べたい。
（1）高齢者施設における句会への提言
①理解ある援助者としての指導者
　　一思いや咳きを受け止め返すことが大切一
　『対象者を理解し、かつ高い芸術性を持つ優
れた指導者の存在こそが句会成功の鍵となる』
と言ってもよいだろう。当施設も多賀啓子氏の
指導があるからこそ句会が継続し、内容の充実、
向上がはかられている。多賀氏は高齢者介護の
実体験もあり、痴呆高齢者に対しても理解と尊
敬があった。
　そして句会においては、必ず指導者より一人
一人に対しての添削が行われた。これは句に表
れた投句者の心情や心の内面の葛藤を真摯に受
け止め、理解し、励ますための添削であった。
これにより投句者は自分の発する言葉を評価し
てくれる援助者を身近に感ずることができ、指
導者を信頼し、その結果として句づくりに励む
ようになっていったと思われる。1年継続後に
指導者より投句者一人一人に対し、各個人個人
の句をまとめた句集がプレゼソトされた。投句
者は大喜びし、これも投句者にとって自分の積
み重ねてきたものを再確認し自信を取り戻す
きっかけとなった。
②励ます人（スタッフ、仲間、家族）
　　一集団としての句会の利点一
　自分を認め励ましてくれる人の存在は年齢を
問わず誰にも必要である。共に句を考えてくれ
る家族の存在、音読した句を清書してくれるス
タッフの存在、共に感動を分かち合う仲間の存
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在こそが励みとなろう。
　更に社会参加し人とのつながりを持つ上で
も、公の場としての句会が大切である。その公
の場で認められることにより、更に自分が未だ
に社会性を持っていることの証を実体験として
感じることができる。40名前後という集団は句
会として大集団だと言えるだろうが、体力、気
力共に低下が認められる高齢者では、40名前後
がかえってプラスに作用したと思われる。これ
は集団音楽療法についても言えることなのだ
が、人数が多いと誰かが調子が悪くても、誰か
がカバーできるのである。そしてこの程度の集
団の中では、隠れていることも、休んでいるこ
とも、寝ていることも可能である。それ故に特
に高齢者にとっては、集団としての句会が必要
なのである。もし小集団であったならばここま
で継続していなかったかもしれない。
③　音楽的な関わりを持った環境設定
　施設が生活の場であるご利用者にとって、居
心地の良さが感じられ、自然、文化に触れられ
る環境であることが大切である。当施設では施
設内にも花、観葉植物を絶やさず（文献8）、句
会の他にお茶会、生け花会、毎月のコソサート
も継続して行っている。指導者に当施設の参加
者の感性の高さ、句のリズム感の良さを指摘さ
れることがあるがこれは音楽療法の効果、ボラ
ソテイアに支えられての毎月のコソサートの効
果もあるだろう。新潟市には万代太鼓という伝
統芸能があり、毎年、地域の青山翔龍会阿部之
好会長から見事な演奏を披露していただいてい
る。このポラソテイアの協力による地域の人々
との交流、そしてその文化的交流の積み重ねが
施設利用者の感性を養い、心の豊かさにつなが
る基盤になっているのだろう。
④定期的な開催とその継続性
　「継続は力なり」を実感している。創意工夫
によって問題点を解決しながら、ともかく継続
することが大切である。音楽療法もそうだが、
やむを得ない理由以外においては休止すること
なく続けてきた。自らの心情を吐露でき、仲間
と分かち合える場が常に手の届くところで開催
されているということは、精神の安定に役立っ
ていると考えられる。それと共に、先の事例で
も明らかなように、継続して句を作り続ける事
によって各々の能力が確実に向上している。
（2）心理療法としての「音楽」と「俳句」につ
　いて
　Morrisonよると「芸術は他の心理療法と対
等の地位を与えられた。」としている（文献7）。
詩と音楽についてLeedyは「詩は精神に対する
医者である。リズムとともに話され、歌われた
詩における響きは聴衆と朗読者に深く感動的な
作用を持つ。そこにあるのは心理療法と音楽療
法における詩の自然な類縁関係である。」と述
べ、Alan　A．Stoneは「詩と音楽、両者の芸術技
法のあいだの類似性を認める。忘れがたい詩は
音楽と同じく、自身の全く特有な和音によって
内部で反響する。」と述ぺている（文献7）。
　Murphyは「詩を読むことと害くことは、心理
療法において治癒的で治療効果がある。」と療法
としての可能性を述べると共に、詩を読むこと
が心理療法において治療的に作用するためには
3つの条件が満たされなければならないとして
いる（文献7）。
1．詩を一語一語注意深く読む。
2．詩は聴かれる必要がある。
3．人と詩とが一致していなければならない。
　Leedyはこれと関連して、音楽療法における
のと同じ原則を考えだし、それを「同質の原理
isoprinciple」と名づけている（文献7）。
　この条件を参考に、当施設における句会、音
楽療法においては、以下の事に留意し行ってい
る。
①句会
1．俳句に関心を持ち、句会に参加する。掲示
　版に貼り出された俳句を読む。
2．自ら投句し、多数の参加者のいる場面にお
　いて、指導者より読み上げられ、講評、添削
　を受ける。参加者同士お互いに鑑賞しながら
　共感と友情を育む。
3．俳句を介して、ありのままの自己を表現し、
　自然との共生を具象・抽象化しながら「今」
　という時を幸福に生き、人間的にも成熟する。
　集団の仲間の中で自らの主張が認められ、理
　解され、共鳴されるということは自己肯定に
　も繋がり、生きる意欲、生き甲斐の再獲得に
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　もつながっていく。
　俳句指導者の関わりとしては、精神的ケアの
担い手として、俳句の添削指導を行う。各自の
発した言葉を確実に受けとめ、評価し、返す。
②音楽療法
1．音楽を愛好し、鑑賞する。
2．個人・集団において歌唱、楽器演奏を音楽
　療法士との信頼関係の中で行い、共々に楽し
　み、内なる感情を発散し、自由に自己を表現
　する。
3。音楽の持つ“癒しのパワー”により心の安
　らぎを得、新しい自分を発見し、創りあげて
　いく。
　音楽療法士の関わりとしては、音楽を活用し
て心身両面の機能改善、QOLの向上を目指す。
集団においても個人個人との関わりを大切にし
各自の能力を引き出し、援助する。
　上記を考え合わせると、「音楽」と「俳句」の
療法としてのあり方の共通性がより明確にな
る。
　「音楽」と「俳句」が療法として成り立つた
めは、身近に句を読み、音楽を楽しみ、お互い
に共感し励まし合う事ができるような環境設
定、自発性の向上を促すi援助体制、そして各自
が自らの心傭を表現したものを受け止め、返し
てくれる専門家（俳句指導者、音楽療法士）の
存在が必要だと考える。
【まとめ】
　精神活動の活性化、心のケアを目的に「音楽」
と「俳句」を取り入れ関連づけて実践してきた
が、2年間に亘る句会の開催で多くのものを学
んだ。
　施設で生活されている方々は、自らの障害、
老化に対し挫折感、喪失感をもっておられる。
これを乗り越え、より充実した人生を生きるた
めには、まずは現在の自分を肯定しありのまま
に受け入れられるようになる事が大切で、この
転換期には支え励ましてくれる相手が必要であ
る。自分が発した言葉や表現を真剣に受けとめ、
理解し、援助してくれる人がいないと、人は心
の転換ができない。つまり自分が投げたボール
を投げ返してくれるキャッチボールの相手が必
要なのである。自らの心のメッセージを託す
ボールが「音楽」と「俳句」で、そのキャッチ
ボールの相手をするのが俳句の指導者、音楽療
法士である。そして、何よりも大切なことは、
人と人との交流であり、「音楽」と「俳句」は手
段でしかないということも忘れてはならない。
　ケアの主役はその人をとりまいている人であ
り、建物や道具ではない、共に寄り添って生き
てくれる人がいるだけで、人は元気になれるの
である。
　今後もケアの現場で高齢者と共に「心を癒す
療i法」としての「音楽」と「俳句」を探求して
いきたいと考えている。
翻
　今回の論文作成に当たってご指導いただきま
した日本赤十字秋田短期大学学長竹本吉夫先生
並びに介護老人保健施設「ケアポートすなやま」
施設長松田由起夫先生に深謝いたします。本論
文の要旨は2001年8月22日、東京で開催され
ました第12回介護老人保健施設全国大会研究
発表会にて発表しました。また「チャレソジ！
音楽療法士2002」音楽之友社P74－75に掲載さ
れました。
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